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はじめに　近年研究室では、自前のコンピュータを研究室に持ち込んで作業する学生

ガ多＜なり、備品として購入したコンピュータは、新しい数台を残して様々に活躍の場

ガ少な＜なりまし定。平成2年直にCAD教育用（＝購入したMacintosh＝ciもその1つ

で、研究室では昨年新機種の導入によってCAD教育には使われな＜なったこのコンピ

ュータを使って、研究室の学生を対象にしたE－MA12Lアドしスを発行するために、メー

ルサーバーを立ち上げました。以下にその作業手順を示します。

作業手順

1．学科のネットワーク管理者にメールサーバーの開設を申し出る。

使用機種により、サーバーとして認識されない設定となることガあるため、端

局設定の確認をしてもらう。またより詳しし＼情報や、サービスを提供しても5う

ためにもネットワーク管理者への連絡は必要と思われる。

2．利用機種：MacintoshHciの環境r＝ついて確認

tllai12seI・Verを設置するにあたり、現状を把握。以下の環境を確認した。

表－1MacintoshL］ciの環境
CPU IMC6803025MHz

メモリ　　　　　20MB

SyStem　　漢字ね1k7．5

TCP　　　．MacTCP2．0．4

HD：500MB（外付
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図－1Macintosh［；ciの周辺機器

3．ソフトの選定と立ち上げ

Macintoshでmailscrvcrを立ち上げるためのフリqソフトを探し、AppIcInternCt

MailScrvcrl．O（AMIS）／Al）PIc社をダウンロードした。

（現在はElldot・aIllternet Mai12Scrvcr12．0（EMIS）／EudoraのH Pからダウンロ

ード可だガ、新しし＼バージョンは有料。）

表－2AM卜Sの主な機能

Sirnp12eMai121tansferProtocol（SMTP）対応

PostOffice Protocol（POP）対応

パスワードサーバー付き（ユーザーか5の変更可能）

4．ユーザー登録

研究室の学生に対しては、必要に応じて随時登録を原則としている。登録

はぷery巳rか5AceβMf血ぬ皿ぶぬを選択し以下の3項目を入力する。

乙な∽βエ打亘アドレスの最初の部分）／蕗ぶぶImⅣゼ／動〟力点皿戎本人を特定出来る名）
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利用状況 以上の作業で 研究室の学生ガメ
ー ル で コミ ュ ニケ ー

シ ョ ン す る こ とは 朝巨

と なりまし恵 ｡ 昨年度の 6 声∃こ うから登録 を受U
-

付d
'

､ 研究室の 大学院生 と 学部 生を合

わせ て現在 2 5 名 を登泣 くA M I S は ､ ユ
ー ザ ー 鼓 1 00 - 2 0 0 名 を目途 と して い る) し

て いますo 学 生の中には 専用の コ ン ピ ュ
ー タを持定ぎ､ メ

ー

ル ソ フ トをフ ロ ッ ピ
ー

で 持

ち歩 き共用の コ ン ビ ュ
-

タを利用してア クセス する人もし＼ますガ､ それ ぞれ事こ学 内
･ 学

外を問わず有意義‡こ利用して い る横手です母

あわ リ n 現状として ､ L A N 昏線に接続 登れて い庶が芽当用 の ない コ
～

J ビ ュ - タが怒

り ､ なあか つ その コ ン ピ ュ
ー タで利用可能なフ リ

-

ソ フトでサ
-

J 卜 ガ構 築で 潜る状況

で ､ l･ P ア ドL , ユ の制限ガ壌和されて 学生ガ個 々 の コン ピュ
ー タ を研 究室 に持 ち込み イ

ン タ ー ネッ トに撞続し始め e - m ail ア ドしユ への 要求ガ増加した時点で学 校健か らの 発行

ガ待ちきれず に試験的に上害己のような m ail s e r v e r の構築を行 いま し宏o 建設 学科として

は ､ 今年の 9 月以降に希望する学生全員に e
- m ail ア ドレスの 発行 を開始 し定恵 め ､ 実際

にiま今画境築 し定 m ail s e r v e r は登録中の学生ガ在学する期間で終了する こ とfこ なリます o

しか し､ ユ - ザ 00 の 登録や削除､ メ
ー リ ン グリ ス トの 設定ガ容易 で ､ ニ

ー ズ に合 わせ て

瞬時lこ対応で きるこ とか 5 ､ 今回の ような米況 では 有効な方法と考えe ' れ ます .
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